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６
月
５
日
（
木
）

２
時
50
分
|�

宮
崎
県
と
宮
崎
地
方
気
象
台
が

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
解

除
。

３
時
28
分
|�

宮
崎
地
方
気
象
台
が「
大
雨（
土

砂
災
害
）
警
報
」
を
解
除
。

５
時
59
分
|
都
城
陸
上
自
衛
隊
撤
収
。

６
時
00
分
|�

「
避
難
勧
告
」
解
除
。
緊
急
速

報
メ
ー
ル
送
信
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
避
難
勧
告
解
除
情
報
掲

載
、
各
報
道
機
関
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送

信
。

６
時
20
分
|�

避
難
勧
告
解
除
を
各
区
長
に
電

話
連
絡
済
み
。

　

以
上
、
当
日
の
流
れ
を
時
系
列
に
掲
載
し

ま
し
た
。

　

わ
ず
か
な
時
間
で
更
生
橋
の
水
位
が
み
る

み
る
上
が
り
、
最
高
７
ｍ
73
㎝
の
と
こ
ろ
ま

で
達
し
、
五
十
鈴
川
が
は
ん
濫
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
緊
張
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、

大
き
な
混
乱
も
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
は
、

冷
静
に
行
動
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

開
設
し
た
避
難
所
は
、
三
ヶ
瀬
集
落
セ
ン

タ
ー
、
西
門
川
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
門
川
高

等
学
校
、
五
十
鈴
小
学
校
、
南
町
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
門
川
小
学
校
、
門
川
町

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
南
ヶ
丘
公
民
館
の
８

箇
所
。
６
月
４
日
（
水
）
10
時
45
分
に
は
避

難
者
が
最
大
54
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
以
降
の
調
査
で
は
、
大
規
模
な
土
砂

災
害
や
家
屋
の
床
上
浸
水
、
ま
た
人
的
被
害

等
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
作

物
へ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
よ
う
で

す
。

五
十
鈴
川  

更
生
橋
水
位
が
上
が
り
、

避
難
勧
告
発
令

６
月
３
日
（
火
）

23
時
50
分
|�

宮
崎
地
方
気
象
台
が
宮
崎
県

北
部
平
野
部
へ
「
大
雨
（
浸

水
害
）・
洪
水
警
報
」
を
発
表
。

役
場
が
情
報
連
絡
本
部
を
設
置
。

職
員
が
待
機
す
る
。

６
月
４
日
（
水
）

３
時
39
分
|�

「
大
雨（
土
砂
災
害
・
浸
水
害
）・

洪
水
警
報
」
を
発
表
。

６
時
00
分
|�

西
門
川
の
更
生
橋
水
位
が
上
が

り
続
け
て
い
る
た
め
、
門
川
町

災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

６
時
10
分
|�

「
避
難
準
備
情
報
」
発
令
。
消

防
団
員
が
広
報
を
行
な
う
。

６
時
30
分
|�

更
生
橋
水
位
が
避
難
判
断
水
位

４
ｍ
80
㎝
に
達
す
る
。

６
時
50
分
|�

「
避
難
勧
告
」
の
発
令
。
松
瀬
、

三
ヶ
瀬
、
上
井
野
、
大
内
原
、

小
松
、
大
丸
、
小
園
、
城
屋
敷
、

五
十
鈴
の
９
地
区
６
６
１
世
帯

１
，
８
３
７
人
が
対
象
。
同
時

に
各
避
難
所
の
開
設
。

　
　
　
　
　

�

避
難
勧
告
発
令
を
各
区
長
に
電

話
連
絡
し
、
地
区
放
送
で
の
広

報
を
依
頼
す
る
。

７
時
00
分
|
更
生
橋
水
位　

５
ｍ
25
㎝
。

７
時
21
分
|�
東
九
州
自
動
車
道　

門
川
Ｉ
Ｃ

～
西
都
Ｉ
Ｃ
通
行
止
め
。

７
時
30
分
|�
更
生
橋
水
位
が
は
ん
濫
危
険
水

位
５
ｍ
60
㎝
に
達
す
る
。

７
時
50
分
|
更
生
橋
水
位　

６
ｍ
。

８
時
00
分
|�

都
城
陸
上
自
衛
隊
が
自
主
的
に

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
が
梅
雨
に
よ
る
長
雨
や

台
風
な
ど
に
更
な
る
注
意
が
必
要
で
す
。
平

年
の
１
ヶ
月
雨
量
を
超
え
る
よ
う
な
大
雨
が

短
期
間
で
降
る
と
、
河
川
の
は
ん
濫
や
、
が

け
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
て
人
々
の
生
活
や
生

命
を
脅
か
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
台
風

は
、
非
常
に
発
達
し
た
積
乱
雲
の
集
団
が
中

心
を
取
り
巻
き
、
そ
こ
で
は
激
し
い
雨
が
降

り
ま
す
。
ま
た
台
風
が
日
本
か
ら
遠
く
離
れ

た
南
の
海
上
に
あ
っ
て
も
、
日
本
付
近
に
前

線
が
停
滞
し
て
い
る
場
合
に
は
、
大
雨
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
・
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら

○�

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
、
台
風
情
報
や
防
災

上
の
注
意
事
項
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。�

○�

外
出
や
旅
行
は
、
で
き
る
だ
け
ひ
か
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

○�

停
電
な
ど
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
を
あ
ら
か
じ
め
手
元
に
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○�

ベ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
植
木
鉢
、
物
干
し
ざ
お

動
く
旨
の
連
絡
あ
り
。

８
時
05
分
|�

更
生
橋
水
位　

６
ｍ
60
㎝　

橋

桁
ま
で
１
ｍ
を
切
る
。

８
時
10
分
|�

河
口
付
近
浸
水
想
定
の
た
め
対

象
地
区
を
追
加
し
た
。「
２
度

目
の
避
難
勧
告
」
の
発
令
。
本

町
、
旭
町
、
中
尾
、
南
町
１

区
の
４
地
区
５
４
５
世
帯
１
，

５
９
１
人
が
対
象
。
１
度
目
の

勧
告
と
合
わ
せ
る
と
、
13
地
区

１
，
２
０
６
世
帯
３
，
４
２
８

人
が
対
象
に
な
っ
た
。

８
時
20
分
|
更
生
橋
水
位　

７
ｍ
。

８
時
50
分
|
更
生
橋
水
位　

７
ｍ
30
㎝
。

９
時
10
分
|
更
生
橋
水
位　

７
ｍ
73
㎝
。

９
時
15
分
|�

美
郷
町
北
郷
区
中
原
橋
・
黒
木

橋
の
水
位
が
下
が
る
。
雨
も
降

っ
て
い
な
い
。

９
時
20
分
|
更
生
橋
水
位　

７
ｍ
70
㎝
。

９
時
40
分
|
更
生
橋
水
位　

７
ｍ
66
㎝
。

10
時
30
分
|�

宮
崎
県
と
宮
崎
地
方
気
象
台
が

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発

表
。

10
時
40
分
|
更
生
橋
水
位　

６
ｍ
60
㎝
。

10
時
55
分
|
国
道
10
号
線
、
船
越
通
行
止
め
。

11
時
35
分
|
更
生
橋
水
位　

６
ｍ
。

12
時
30
分
|�

更
生
橋
の
水
位
が
は
ん
濫
危
険

水
位
５
ｍ
60
㎝
を
下
回
る
。

16
時
00
分
|�

他
の
関
係
機
関
や
消
防
団
幹
部

と
協
議
。

16
時
10
分
|�

「
大
雨（
浸
水
害
）警
報
」解
除
、

「
洪
水
警
報
」
は
注
意
報
へ
切

り
替
わ
る
。

17
時
20
分
|�

避
難
勧
告
対
象
区
の
区
長
に
今

後
の
避
難
体
制
を
電
話
連
絡
。

18
時
45
分
|
国
道
10
号
線
規
制
解
除
。

な
ど
飛
散
の
危
険
が
高
い
も
の
は
、
室
内

に
取
り
込
み
ま
し
ょ
う
。

○�

が
け
地
付
近
の
人
は
、
大
雨
が
続
く
と
地

盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩
れ
の
起
こ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

○�

川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
川
の
水

か
さ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
、
住
民
の
避
難
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
に
、
町
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
防

災
行
政
無
線
、
地
区
放
送
、
消
防
車
な
ど
を

通
し
て
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。
避
難
の
３

つ
の
種
類
と
意
味
を
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
素
早
い
反
応
が
大
切
で
す
。

【
避
難
準
備
情
報
】

　

避
難
が
必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
速
や
か
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
促
す
も
の
で
す
。

【
避
難
勧
告
】

　

災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
住

民
に
対
し
、
安
全
の
た
め
指
定
さ
れ
た
避
難

場
所
へ
早
め
の
避
難
を
促
す
も
の
で
す
。

【
避
難
指
示
】

　

自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
地
域
住
民
に
被
害

が
出
る
危
険
性
が
非
常
に
高
ま
っ
た
場
合
に
、

避
難
勧
告
よ
り
も
強
く
避
難
を
求
め
る
も
の

で
す
。

避
難
指
示
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に
避

難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課
消
防
防
災
係

平常時の更生橋 増水時の更生橋

西
門
川
中
学
校
の
壁
面
に
は
、平
成
５
年
、９
年
、

16
年
の
大
雨
増
水
時
に
浸
水
し
た
高
さ
を
ラ
イ
ン

で
示
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
危
険
な
状
況
が
分
か

り
ま
す
。



交
通
指
導
員
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

　

５
月
15
日
、
門
川
町
交
通
指
導
員
の
辞
令
交
付

式
・
実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
門
川
交
番
よ
り
講
師
を
招
き
、
地

域
の
交
通
安
全
の
先
頭
に
立
つ
指
導
員
の
み
な
さ

ん
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

門
川
町
交
通
指
導
員
の
方
は
次
の
方
で
す
。

　　

松
村　

博
澄
さ
ん　
　

佐
藤　

建
一
さ
ん

　

吉
永　
　

正
さ
ん　
　

草
野
公
美
章
さ
ん

　

竹
田　

継
敏
さ
ん　
　

中
田　

俊
一
さ
ん

「
み
や
ざ
き
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
22
日
に
か
け
て
県
総
合
運

動
公
園
を
主
会
場
と
し
て
「
み
や
ざ
き
県
民
総
合

ス
ポ
ー
ツ
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は

東
臼
杵
郡
選
手
団
と
し
て
２
２
８
名
の
選
手
が
18

種
目
20
競
技
に
出
場
し
、
多
く
の
種
目
で
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
の
部
で
は
、
１
０
０
ｍ
・
走
幅
跳

九
州
大
会
・
全
国
大
会

　
　
　
　
　
　
　

出
場
お
め
で
と
う
!!

・
門
川
中
学
校
野
球
部

「
第
31
回　

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
九
州
地

区
大
会
」

７
月
５
日
～
６
日　

佐
賀
県
唐
津
市

・
門
っ
子
く
ら
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

清
水
有
里
紀
⑥
　
白
木
　
心
翔
⑥

柏
田
　
理
瑚
⑥
　
園
田
　
　
彩
⑥

木
村
　
真
琳
⑥
　
柏
田
　
紗
弥
⑤

甲
斐
　
美
由
⑤
　
白
木
　
亜
侑
④

古
谷
　
愛
吏
④

「
第
30
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
記
念
大
会
」

８
月
１
日
～
８
月
４
日　

京
都
府
長
岡
京
市

（
35
～
39
歳
）
中
原
律

子
さ
ん
、
５
㎞
（
45
～

49
歳
）
金
丸
真
智
子
さ

ん
、５
㎞（
65
歳
以
上
）

安
藤
章
子
さ
ん
、
10
㎞

（
55
～
59
歳
）
高
松
稔

さ
ん
が
１
位
、
ま
た
、

団
体
競
技
の
部
で
は
、

ホ
ッ
ケ
ー
一
般
男
子
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

選
手
・
役
員
・
応
援
の
方
々
、
大
変
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。

宮
崎
県
自
治
会
（
区
会
）
連
合
会
で
、

「
永
年
勤
続
自
治
会
長
（
区
長
）
知
事
表

彰
及
び
県
連
合
会
長
表
彰
」
を
受
賞

　

奈
須　

浩
（
中
尾
区
長
）
さ
ん
が
、
永
年
勤
続

自
治
会
長
（
区
長
）
知
事
表
彰
を
受
賞

　

中
村　

認
（
竹
名
区

長
）
さ
ん
、
山
之
内
宣

年
（
南
ケ
丘
区
長
）
さ

ん
の
お
二
人
が
、
永
年

勤
続
自
治
会
長
（
区

長
）
県
連
合
会
長
表
彰

を
受
賞

　

６
月
６
日
に
宮
崎
市

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成

26
年
度
宮
崎
県
自
治
会

（
区
会
）
連
合
会
総

会
」
に
お
い
て
、
永
年

勤
続
自
治
会
長
（
区

長
）
知
事
表
彰
及
び
県

連
合
会
長
表
彰
の
授
賞

・
中
田
　
樹
（
門
川
中
学
校
３
年
）

「
平
成
26
年
度　

全
国
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
」

８
月
５
日
～
８
月
９
日　

山
口
県
山
口
市

・�

門
川
ホ
ワ
イ
ト
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
第
28
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

８
月
３
日
～
８
月
６
日　

滋
賀
県
草
津
市

選
手
の
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

炊
き
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
寄
贈

　

門
川
町
加
草
に

本
社
が
あ
り
ま
す

旭
マ
ル
ヰ
ガ
ス
様

よ
り
、
災
害
時
用

の
炊
き
出
し
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
活
動
の
推
進

や
住
民
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
功
績

を
た
た
え
る
た
め
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

知
事
表
彰
が
15
年
以
上
、
県
連
合
会
長
表
彰
が

10
年
以
上
に
わ
た
り
区
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

か
ど
が
わ
温
泉　

心
の
杜
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
！

　

こ
の
度
、
平

成
26
年
度
食
品

衛
生
優
良
施
設

表
彰
式
に
お
い

て
、
か
ど
が
わ

温
泉　

心
の
杜

が
日
向
保
健
所

長
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の

安
全
な
食
品
衛

生
管
理
や
清
潔

保
持
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も

皆
様
に
安
心
・

安
全
で
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
か
ど
が
わ
温
泉
心

の
杜
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
役
場　

企
画
財
政
課
企
画
政
策
係

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
５
１
）

副
町
長
に
金
丸
隆
康
氏
を
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
副
町
長
に
金
丸
隆
康
氏
を
再

任
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ

　

７
月
１
日
付
を
も
っ
て
２

期
目
に
就
任
し
ま
し
た
金
丸

で
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
４

年
間
を
反
省
し
、
町
政
発
展
の
た
め
安
田
町
長
の

も
と
、
誠
心
誠
意
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

監
査
委
員
に
黒
木
元
吉
氏
を
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委

員
に
黒
木
元
𠮷
氏
を
再
任
し

ま
し
た
。
黒
木
氏
は
、
平
成

18
年
7
月
1
日
よ
り
監
査
委

員
を
務
め
ら
れ
、
今
回
で
3
期
目
と
な
り
ま
す
。

任
期
は
平
成
26
年
7
月
1
日
よ
り
4
年
で
す
（
地

方
自
治
法
第
１
９
７
条
）。

　

監
査
委
員
は
、
町
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執

行
及
び
町
の
経
営
に
か
か
る
事
業
の
管
理
並
び
に

町
の
事
務
又
は
町
長
等
執
行
機
関
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
執
行
を
監
査
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
職

務
と
し
て
い
ま
す
。
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い
時
は
週
４
日
ほ
ど
会
議
な
ど
に
出

席
す
る
忙
し
い
日
々
を
お
く
り
、
現

在
は
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
の

顔
も
持
つ
平
木
さ
ん
。

「
学
校
訪
問
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
と
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
に

よ
り
、
自
身
の
励
み
に
な
り
ま
す
ね
」

と
教
育
へ
の
想
い
も
強
い
。

地
域
や
人
の
た
め
に
歩
ん
で
き
た
こ

れ
ま
で
の
人
生
。

「
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と
が
生

き
が
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
、
喜
ん

で
も
ら
う
と
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
」
と
優
し
い
表
情
を
み
せ

た
。

※
行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
行
政
の
仕
組
み
や
手

続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た

め
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す

る
通
知
な
ど
の
仕
事
を
す
る
。

門
川
町
で
は
、
毎
月
第
２
火
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
の
時
間
帯

に
門
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

行
政
相
談
を
行
な
っ
て
い
る
。

平
木
　
健 

さ
ん

門
川
町
行
政
相
談
委
員

相
談
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
12
年

全
国
行
政
相
談
委
員
表
彰
を
受
賞

　

門
川
町
行
政
相
談
委
員
の
平
木
健

さ
ん
。
平
成
26
年
５
月
、
行
政
相
談

委
員
団
体
の
発
展
に
関
す
る
顕
著
な

功
績
に
よ
り
、
全
国
行
政
相
談
委
員

連
合
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
け
た
。

「
長
年
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
て
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
。

平
成
14
年
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し

て
活
動
し
、
住
民
か
ら
行
政
上
の
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
て
き
た
。

「
相
談
内
容
は
、
簡
単
に
解
決
で
き
る

こ
と
か
ら
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

問
題
ま
で
、
と
て
も
幅
広
い
で
す
し
、

特
に
法
律
関
係
に
な
る
と
知
識
が
必

要
と
さ
れ
る
た
め
、
た
く
さ
ん
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
12
年

間
の
活
動
を
振
り
返
る
。

責
任
感
の
強
い
平
木
さ
ん
。
対
応
に

苦
慮
し
な
が
ら
も
解
決
の
糸
口
を
見

つ
け
る
た
め
に
、
相
談
者
の
声
に
じ
っ

く
り
耳
を
傾
け
な
が
ら
助
言
を
行

な
っ
て
き
た
。

「
相
談
者
の
方
に
は
、
こ
ち
ら
の
意
見

を
押
し
つ
け
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
解
決
へ
向
け
て
、
一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
」

教
職
員
を
定
年
退
職
後
は
、
体
育
指

導
員
、
地
区
役
員
、
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
委
員
等
を
兼
職
し
な
が
ら

門
川
町
行
政
へ
貢
献
し
て
き
た
。
多

※

まちづくりプレーヤー支援事業（補助金）交付団体募集のお知らせ
　門川町では、住民主体で取り組むまちづくり活動を応援するため、門川町まちづくりプレーヤー支
援事業を実施しています。
　これまで地域資源を活用したウォーキング大会や夏祭りの実施、ドレッシング「ちょべっさん」や「に
こにこレシピ」の開発など、個性あふれる取組みをする団体に支援を行ってきました。
　今年度もユニークなアイデアで地域の活性化に取り組むまちづくりプレーヤーを募集します。まち
づくり活動をやってみたい、もっと充実させたいと思っているあなたのご応募をお待ちしております。

【応募事業】
　（１）�町の活性化につながる活動
　（２）�町のイメージアップにつながる活動
　（３）�町内外への情報発信につながる活動

【補助内容】
　２５万円を上限（１団体）とし、活動初年度については支援対象経費の３分の２、２年目以降の活
動に対しては２分の１を補助。

【補助期間】
　年次計画で実施する事業は、３ヵ年を限度として補助します。ただし、３年経過後、審査会におい
て特に延長が認められれば、２ヵ年延長できます。

【応募資格】
　町内を活動拠点とする団体・グループで、政治・宗教・営利活動等を目的としない団体

【募集期間】
　平成２６年７月１日（火）～平成２６年７月２２日（火）

【お問い合わせ】
　門川町役場　企画財政課　企画政策係　担当：諸江　　☎６３－１１４０

過去にはこんなことに補助金が使われました。

←庵川・牧山農地改良組合
開催のウォーキング大会

三ヶ瀬地区活性化対策協
議会開催のひな山祭り→

↑うみの会開発の「にこにこレシピ」
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平成26年度国民年金保険料免除等の申請について
　

免
除
等
の
承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原

則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
は

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
が
対
象
で

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
免
除
等
を
受
け
て
い
た

方
は
、
６
月
末
で
免
除
等
が
終
了
し
ま
す
。

７
月
以
降
も
引
き
続
き
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
７
月
１
日
以
降
に
あ
ら
た
め
て
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
し
た
際
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
、
申
請
時
点

の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
の
免
除
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

平
成
26
年
７
月
中
で
あ
れ
ば
、
平
成
24
年
の

６
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
過
去
に
未
納
期
間
が

あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
本
人
や
家
族
の
所
得
等
に
よ

り
、
免
除
等
に
該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳

②
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

　

ま
た
、
平
成
24
年
12
月
31
日
以
降
に
会
社

等
を
退
職
さ
れ
た
方
で
、
離
職
票�

も
し
く

は�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
あ
わ
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

状
況
に
よ
り
、
こ
の
ほ
か
の
も
の
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
を
す
る
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

門
川
町
役
場　

町
民
課
医
療
年
金
係

（
電
話��

０
９
８
２
|
６
３
|
１
１
４
０
）

延
岡
年
金
事
務
所

（
電
話��

０
９
８
２
|
２
１
|
５
４
２
４
）

　町内において行政機関を名乗る不審電話が相次いでいます。例えば…
◆門川町役場職員を名乗る者から「医療費の払い戻しがあるので口座番号を教えてください。」
　⇒�払い戻しがある場合は、通知後、本人またはご家族に直接役場へお越しいただき申請手続きをとってい
ただく必要があります。電話で口座番号を聞くことはありません。

◆国民生活センターを名乗る者から「お一人暮らしですか？」「貯金はどの程度されていますか？」
　⇒国民生活センターから連絡することはありません。そのような電話を受けたら
　「一切お答えできません。」とハッキリと断って切ってください。

　身近なところでこのような事例が実際に起こっています。まずは町民のみなさま一人ひとりがご自身を
守ってください。そして、もし、トラブルに巻き込まれたらすぐに身近な人や相談窓口に相談しましょう。
【相談窓口】
宮崎県消費生活センター延岡支所　☎ 0982-31-0999 ／門川町役場　産業振興課　商工係　☎ 63-1140

役場からです。
還付金があります。

国民生活センター
です。お一人暮らし
ですか？

なんだか
怪しいぞ…
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平成26・27年度の保険料率が決まりました

●保険料の決まり方

　保険料は「均等割額」と「所得割額」を合計して、個人単位で計算されます。

※一定以下の所得の方は、保険料の均等割額及び所得割額の一部が軽減（減額）される場合があります。
※保険料額（年額）の上限は、57 万円です。

個人ごとの保険料額決定通知書を、7月に郵送します。個別の保険料額や納付方法が書かれていますの
で、内容をご確認ください。また、軽減割合など、計算方法の詳細については、決定通知書に同封さ
れる「後期高齢者医療のしおり」をご覧ください。

「限度額適用・標準負担額減額認定証」について

　平成２６年度住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けること
ができます。この認定証を医療機関の窓口に提示することで、窓口でのご負担（保険適用分）が限度
額までになります。認定証が必要な方は、下記担当まで申請にお越しください。

◆現在「限度額適用・標準負額担減額認定証」をお持ちの方へ

　現在交付されている認定証の有効期限は平成２６年７月３１日までとなっています。引き続き認定
証が必要な場合は８月中に再申請を行ってください。

　●�対　象　者�：�後期高齢者医療の被保険者で、平成２６年度住民税非課税世帯の人
　●�申 請 場 所�：�門川町役場　町民課　医療年金係　⑤窓口
　●�必要なもの�：�後期高齢者医療被保険者証、印かん

限度額適用・標準負担額減額認定証（更新の人のみ）

　国民健康保険に加入している人で「限度額適用認定証」「減額適用・標準負担額減額認定証」をお持
ちの人も、有効期限が７月末日となっていますので、８月以降も必要な人は、８月に更新手続きを行っ
てください。

【お問い合わせ先】
町民課　医療年金係　（役場１階③⑤窓口）電話 63-1140（内線 227、228）

　介護保険料の特別徴収（年金天引き）について、現在の賦課方法では収入の変動や介護保険料の改
正があると、仮徴収額と本徴収額に大きな差が生じてしまう場合があります。
　平成 25 年度から仮徴収額と本徴収額で大きく異なることが想定される人について、天引きされる額
が年間を通してできるだけ均等になるように、仮徴収額を変更して保険料額の増減の幅を調整する「平
準化」を行います。

○「仮徴収」と「本徴収」？
　　「仮徴収」…�前年の所得が確定していないため、前年度の２月の年金天引き額をもとに計算した額

を仮に納付していただきます。（「4月」「6月」「8月」）
　　「本徴収」…�前年所得が確定して年間保険料額が決まります。その年間保険料から仮徴収額を差し

引いた残りの額を 3回に分けて納付していただきます。（「10 月」「12 月」「2月」）

○「平準化」とは？
　◎参考例
　平成 25 年度所得段階：第 3段階（年額 42,500 円）世帯が非課税で本人の年金収入が 80 万円を超え
る人が平成26年度は世帯の誰かが課税で本人の年金収入が80万円を超える人は平成26年度所得段階：
第 4段階（年額 56,700 円）に変わります。

◆平準化は、所得段階が前年度と変わらないという前提で計算します。そのため、本人や同世帯家族
　の課税状況が前年度と大きく異なる人の場合は、仮徴収額と本徴収額の差が生じてしまいます。

（お問い合わせ先）門川町福祉課　介護福祉係　☎ 63-1140（内線 235）
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　昭和 56 年 5月 31 日以前建築の建物は、現在の構造基準を満たしてないものが多く、大規模地震が発生し
た場合、倒壊の危険性が高いと言われています。自己負担額なしで、ご自宅の耐震診断が受けられます。こ
の機会に耐震診断を受けてみませんか。

１．事業名　門川町木造住宅耐震診断事業
２．補助対象者
　　①門川町に住民登録をしており、かつ、居住している方。
　　②本人及び本人と同一世帯に属する者が町税を滞納していないこと。
３．補助対象住宅���昭和５６年５月３１日以前に着工され完成している木造住宅�
４．募集住宅数　5戸
５．募集期間����平成 26 年 7 月 1日～平成 27 年 1月 30 日まで
６．診断費用の額
　　�1 戸当たり６，０００円が必要ですが、㈶宮崎県建築住宅センターが助成を行っていますので、実質、
診断費用は無料です。これからリフォーム工事を検討されている方は、是非「耐震診断」も併せてご検
討下さい。

　門川町では、木造住宅の耐震改修・リフォームを行う方に対して、補助金を交付する制度があります。耐
震改修・リフォーム工事をご検討されている方は、担当課にお問い合わせ下さい。

１．事業名　門川町木造住宅耐震改修等住宅リフォーム促進事業
２．補助対象者
　　①門川町に住民登録をしており、かつ、居住している方。
　　②本人及び本人と同一世帯に属する者が町税を滞納していないこと。
３．補助対象家屋
　　〈耐震改修〉昭和５６年５月３１日以前に建築した木造建物（耐震診断を受けた住宅に限る )
　　〈住宅リフォーム〉�建築後１年以上経過した、居住の用に供している自己所有の住宅。

�マンション等の集合住宅は居住者の専有部分のみ
　　　　　　　　　　※町内に存する住宅
　　　　　　　　　　※併用住宅（店舗等に属する部分の床面積が全体の１／２未満）
４．補助対象工事
　　〈耐震改修〉��昭和５６年５月３１日以前に建築した木造住宅で、耐震診断をすでに受けた上での耐震改修

工事
　　〈住宅リフォーム〉� 補助対象経費が２０万円以上の住宅リフォーム等工事で要綱に定める工事�
５．補助金の額
　　〈耐震改修〉対象工事費の 30%以内で、30 万円を上限　※国・県補助金の上乗せもあります。
　　〈住宅リフォーム＞対象工事費の 15%以内で、15 万円を上限
６．申請受付期間　平成26年7月1日～平成27年1月30日まで。※ただし、予算額に達し次第終了します。
７．留意事項　補助申請してから交付決定前に着工したものについては、補助対象外となります。　� �
　　　　　　　工事の施工については、町に登録のある業者が行うことが条件です。
　　　　　　　対象工事の内容や業者登録については、建設課にお問い合わせください。

《お問い合わせ先・申込み》建設課  建築住宅係  TEL:63-1140 （内線 247）

木造住宅の耐震診断希望者募集のお知らせ

わが家の耐震改修、リフォームを予定している方へ

　

宮
崎
県
で
は
、
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
身
体
障
害
者

補
助
犬
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
給
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
宮
崎
県
障
害
福
祉
課
（
電
話

０
９
８
５
|
３
２
|
４
４
６
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
よ
り
、
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
九
州
電
力
に
よ
り

ま
す
と
、
今
夏
の
西
日
本
全
体
の
電
力
の
予

備
率
は
、
安
定
供
給
に
必
要
と
さ
れ
る
予
備

率
３
％
を
下
回
る
見
込
み
で
あ
り
、
電
力
需

給
は
非
常
に
厳
し
い
見
通
し
と
の
こ
と
で
す
。

皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
、

今
後
も
引
き
続
き
節
電
へ
の
取
り
組
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

九
州
電
力
か
ら
の
節
電
要
請
の
概
要

平
成
26
年
7
月
1
日
（
火
）
～
平
成
26
年
9

月
30
日
（
火
）
の
平
日
の
9
時
～
20
時
。

※
8
月
13
日
～
8
月
15
日
を
除
き
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

企
画
財
政
課　

企
画
政
策
係

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
５
１
）

　

全
国
の
介
護
や
支
援
を
受
け
て
い
る
60
歳

以
上
の
方
や
、
そ
の
家
族
、
施
設
職
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
生
の
方
々
を
対
象
に
短
歌

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
要
介
護
・
要
支
援
高
齢
者
の
部

・�

60
歳
以
上
で
介
護
保
険
施
設
等
の
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
、
訪
問
介

護
等
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方

②
介
護
者
の
部

・�

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
、
施
設
職

員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
方

・
医
療
・
介
護
を
学
ん
で
い
る
学
生
の
方

応
募
条
件

　

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
作
品
は

未
発
表
の
も
の
で
、
一
人
二
首
以
内
と
し
ま

す
。

募
集
期
間

平
成
26
年
６
月
1
日（
日
）～
７
月
31
日（
木
）�

〔
当
日
消
印
有
効
〕

応
募
方
法　

　

門
川
町
役
場
福
祉
課
介
護
福
祉
係
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
に
あ
り
ま
す
応
募
用
紙
を
使

っ
て
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w.m
kensha.or.jp/chouju

応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
８
０
|
８
５
１
５　

宮
崎
市
原
町
２
|���

22

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会　

長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
「
全
国
短
歌
大
会

募
集
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
８
５
|
３
１
|
９
６
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
５
|
３
１
|
９
６
６
５

　

重
度
障
が
い
者
（
児
）
医
療
費
受
給
資
格

に
該
当
す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
資
格
者
証

の
更
新
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

手
続
き
場
所

門
川
町
役
場　

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
印
鑑　

・
健
康
保
険
証

・�

資
格
者
ま
た
は
保
護
者
名
義
の
金
融
機
関

の
通
帳
（
口
座
を
変
更
さ
れ
る
場
合
）

期　

間

７
月
１
日
（
火
）
～
７
月
31
日
（
木
）

受
給
資
格

　

以
下
の
等
級
の
手
帳
を
お
持
ち
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

①
身
体
障
害
者
手
帳　

１
ま
た
は
２
級

②
療
育
手
帳　

Ａ

③
身
体
障
害
者
手
帳　

３
級
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

療
育
手
帳　

Ｂ
１

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
役
場　

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
３
３
）

※�

資
格
に
該
当
す
る
方
に
は
、
後
日
、
案
内

文
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
た
め
、
中
小
企
業
労
働
相
談
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
電
話
相
談
又
は
面

接
相
談
に
よ
り
承
り
ま
す
。
相
談
は
、
無
料

で
、
秘
密
を
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
主
か
ら
の
相
談
も
歓
迎
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
）
延
岡
県
税
・
総
務
事
務
所

総
務
商
工
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
|
３
３
|
２
８
６
２

節
電
の
お
願
い

身
体
障
が
い
者
補
助
犬
の
給
付

に
つ
い
て

７
月
は
重
度
障
が
い
者（
児
）医

療
費
受
給
資
格
者
証
の
更
新
月

で
す

平
成
26
年
度
「
心
豊
か
に
歌
う
全
国

ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
」
短
歌
募
集

労
働
問
題
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
！
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●
利
用
期
間

　

７
月
19
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
日
）

●
休
園
日

　

�

雨
天
の
日
・
８
月
13
日
・
14
日
・
15
日
・

16
日
・
17
日

●
利
用
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

ひ
き
こ
も
り
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

っ
て
社
会
的
な
参
加
の
場
が
せ
ば
ま
り
、
就

労
や
就
学
な
ど
の
自
宅
以
外
で
の
生
活
の
場

が
長
期
に
わ
た
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
状
態
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
で
は
「
ひ
き
こ
も

り
」
に
対
す
る
知
識
を
得
て
、
家
族
と
し
て

の
適
切
な
対
処
方
法
を
学
ん
だ
り
家
族
同
士

が
支
え
あ
う
場
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

宮
崎
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
及
び

寡
婦
の
方

【
講
習
内
容
】

★
医
療
事
務
講
習
会

場
所　

門
川
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

門
川
町
南
町
６
丁
目
１

期
間　

８
月
22
日
～
11
月
７
日

月
・
水
・
金
（
10
／
31
、
祝
日
を
除
く
）

時
間　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

【
受
講
料
】

無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
７
、５
６
０
円
、

検
定
料
７
、５
０
０
円
は
受
講
生
負
担
）

【
必
要
書
類
】

平
成
26
年
度
就
業
支
援
講
習
会
受
講
申
込
書

児
童
扶
養
手
当
証
明
又
は
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
写
し

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

宮
崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

〒
８
８
０
|
０
０
０
７

宮
崎
市
原
町
２

�

|�

22

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
８
５
|
２
２
|
４
６
９
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

宮
崎
県
母
子
連
絡
会　

検
索　

●
入
園
料

　

一
人
１
回
１
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

●
お
願
い

　

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。
子
ど
も

だ
け
で
の
利
用
は
お
断
り
し
ま
す
。�

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

門
川
町
役
場　

建
設
課　

管
理
係

　

☎
０
９
８
２
|
６
３
|
１
１
４
０

【
対　

象
】

宮
崎
県
内
在
住
で
、
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
を

抱
え
る
ご
家
族
ま
た
は
そ
の
支
援
者

【
場　

所
】

延
岡
保
健
所　

中
会
議
室

〒
８
８
２
|
０
８
０
３

延
岡
市
大
貫
町
１
丁
目
２
８
４
０

【
費　

用
】

無　

料

【
日　

時
】

平
成
26
年
９
月
か
ら
平
成
26
年
12
月
（
計
４

回
）　

13
時
～
15
時
（
予
約
制
）

あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

少
し
勇
気
を
出
し
て
話
し
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
今
困
っ
て
い
る
こ
と
一
緒
に
考
え
ま
し

ょ
う
。
あ
な
た
の
お
電
話
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

宮
崎
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

（
平
成
26
年
７
月
１
日
開
設
）

〒
８
８
０
|
０
０
３
２

宮
崎
県
宮
崎
市
霧
島
１
丁
目
１
|
２�

（
宮
崎
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階　

宮
崎

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ��

０
９
８
５
|
２
７
|
８
１
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ��

０
９
８
５
|
２
７
|
５
２
７
６

（
利
用
時
間
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動（
強
調
月
間
）
で
す

平
成
26
年
度
就
業
支
援
講
習
会

受
講
生
募
集

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
の
ご
案
内

　

平
成
26
年
度
門
川
町
職
員
採
用
試
験
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
7
月
1
日
に
実
施
要
領

を
公
告
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
告
日
に
決
定
し
、

役
場
掲
示
板
に
掲
示
す
る
他
、
門
川
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
が
、
採
用
試
験
の

種
類
等
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
注
）
保
育
士
は
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
者
（
平
成
26
年
度
の
試
験
に
お
い
て
資
格

取
得
見
込
み
の
者
を
含
む
。）
に
限
り
ま
す
。

　

資
格
を
必
要
と
す
る
試
験
に
つ
い
て
は
、

資
格
が
取
得
で
き
な
い
場
合
、
採
用
に
な
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
受
付
期
間
は
7
月
22
日
～
8
月
8

日
と
す
る
予
定
で
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
役
場�

総
務
課�

職
員
係

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
４
０
）

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
「
犯
罪
や
非
行
防
止
」
と
「
立
ち
直

り
」
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
国
民
運

動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域

社
会
の
実
現
は
、
多
く
の
国
民
の
願
い
で
す
。

　

特
に
、
成
長
過
程
の
青
少
年
を
地
域
が
温

か
く
見
守
り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
育
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
抱
え
る
者
の
生
活
基
盤
を
地
域
の
中

に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
自
身
の
地
域
に
対
す

る
思
い
と
、積
極
的
な
参
加
、ま
さ
し
く
「
地

域
の
力
」
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

（
月
間
運
動
）

・
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
（
町
長
）

・
の
ぼ
り
旗
掲
揚
・
街
頭
に
よ
る
啓
発

・（
作
文
募
集
）
小
、
中
学
校

・�

協
力
雇
用
主
の
登
録
制
度
推
進
（
少
年
院
、

刑
務
所
出
所
者
就
労
支
援
）

中
須
街
区
公
園
ち
び
っ
こ
プ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

平
成
26
年
度
門
川
町
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ
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※�

右
記
の
日
程
で
申
込
み
を
受
け
付
け
中
で

す
。

　

69
歳
以
下　

２
、５
０
０
円　
　
　

　

70
歳
以
上　

１
、０
０
０
円

リ
ジ
ナ
ル
の
名
刺
な
ど
の
作
成
方
法
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
す
。

【
日　

程
（
２
日
間
）】

　

８
月
１
日
（
金
）・
８
月
５
日
（
火
）

【
時　

間
（
２
日
間
）】

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

【
各
講
座
共
通
】

●
定
員　

20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
）�

●
受
講
資
格

　
�

原
則
と
し
て
門
川
町
内
に
在
住
し
て
い
る

成
人
男
女

●
会
場

　

門
川
町
立
図
書
館　

２
階

　

情
報
研
修
室

●
費
用�　

�
�

�
�

　

テ
キ
ス
ト
代　

１
、２
９
６
円

●
申
込
方
法��

�
�

�

　

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込�

・�

お
問
い
合
わ
せ
先

　

門
川
町
役
場　

社
会
教
育
課

　

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
６
６
）

※�

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
エ
コ
ー
両
方
を
行

う
検
査
で
す
。

　

平
成
26
年
５
月
末
に
門
川
町
役
場
か
ら
乳

ガ
ン
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付
さ
れ
た

方
は
、
１
、０
０
０
円
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
受
診
く
だ

さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
役
場　

町
民
課　

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
３
|
１
１
４
０

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
|
基
礎
調
査

平
成
26
年
商
業
統
計
調
査
を
一
体
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

●�

経
済
セ
ン
サ
ス
|
基
礎
調
査
は
、
我
が
国

の
事
業
所
・
企
業
の
基
本
的
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
統
計
調
査
の

母
集
団
情
報
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

●�

商
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
商
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す
る
施
策

あ
な
た
の
回
答
が
、
日
本
経
済

の
力
に
な
る
！

　

許
可
業
者
よ
り
右
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

（
許
可
業
者
よ
り
の
報
告
）
※
合
併
浄
化
槽

の
清
掃
料
金
を
平
成
26
年
10
月
１
日
よ
り
左

記
の
と
お
り
改
正
い
た
し
ま
す
。

【
改
正
後
金
額
（
予
定
）】

５
人
槽
…
約
２
万
円

６
人
槽
…
約
２
万
１
千
円

７
人
槽
…
約
２
万
３
千
円

８
人
槽
…
約
２
万
５
千
円

10
人
槽
…
約
３
万
円

　

尚
、
改
正
後
金
額
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
の
許
可
業
者
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

㈲
Ｋ
Ｃ
Ｓ　
　
　

☎
６
３
|
１
４
１
５

㈲
首
藤
工
務
店　

☎
５
０
|
４
１
１
１

ワ
ー
ド
実
践
講
座
（
夜
間
の
部
）

【
内　

容
】

　

実
生
活
に
役
立
つ
ワ
ー
ド
の
使
い
方
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　

お
誕
生
日
カ
ー
ド
、
簡
単
な
連
絡
網
や
オ

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

●�

調
査
票
は
平
成
26
年
６
月
末
日
ま
で
に
お

届
け
し
て
お
り
ま
す
。
７
月
１
日
以
降
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

調
査
の
意
義
・
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
都
道
府
県
・
市
区

町
村
（
お
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
財
政
課
）

※�

や
む
を
得
ず
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご
確
認

の
上
、
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

医
師
会
在
宅
当
番
医
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
８
２
|
５
３
|
１
２
１
4

小
児
科  

日
曜
・
祝
日
在
宅
当
番

医
の
お
知
ら
せ

　

表
情
が
ユ
ニ
ー
ク
な

「
き
つ
ね
・
お
か
め
・

ひ
ょ
っ
と
こ
」
の
お
面

を
付
け
た
踊
り
手
が
全

国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
披

露
す
る
お
祭
り
で
す
。

　

１
日
（
金
）
の
前
夜

祭
は
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
の
個
人
戦
」
が
あ
り
、

２
日
（
土
）
の
本
祭
り

で
は
約
２
０
０
０
人
の
踊
り
手
が
参
加
す
る

「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
「
日

本
の
祭
り
」
に
選
定
さ
れ
、
全
国
規
模
の
お

祭
り
と
し
て
よ
り
一
層
盛
り
上
が
る
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
。

【
日
時
】

〈
前
夜
祭
〉

平
成
26
年
8
月
1
日（
金
）18
：
00
～

小
雨
決
行

〈
踊
り
パ
レ
ー
ド
〉

平
成
26
年
8
月
2
日（
土
）12
：
00
～

小
雨
決
行

【
場
所
】

日
向
市
駅
前
交
流
広
場
・
中
心
市
街
地
道
路

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務

局（
日
向
市
観
光
協
会
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
８
２
︱
５
５
︱
０
２
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
２
︱
５
５
︱
１
７
３
９

生活や福祉の相談相手となる地域の民生委員・児童委員を紹介します。

民生委員・児童委員及び主任児童委員に関するお問い合わせは、役場福祉課まで
☎（0982）63-1140（内線 232）

民生委員児童委員
（町内44名を順次紹介させていただきます）

中山：甲斐　ヒロ子 竹名：中村　認

五十鈴：金丸　基治 南町1区：木村　幸子

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集
!!

浄
化
槽
清
掃
料
金
の
改
正

（
お
知
ら
せ
）

乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
受
付
中
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7月のカレンダー
（平成24年６月12日現在）

土
6/29 4 5

土
1 2 3

日
30
月 火 水 木 金

6 11 128 9 107

13 18 1915 16 1714

20 25 2622 23 2421

27 8/1 229 30 3128

第46回門川町
高齢者クラブ大会
（9：30～12：00
門川町総合文化会館）
乳児前期健診
（13：30～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

行政相談日
（10：00～15：00
門川町総合福祉
センター）
農業用廃プラス
チック搬入日
（8：30～11：30
門川町清掃工場）

心の杜休館日 町内小中学校終業式

３才児健診
（13：15～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

海の日

農業委員会
定例総会
（13：30～
門川町役場）

★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

�　

７
月
25
日
は
、
６
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
７
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
８
月
11
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
５
月
分
の
再
振
替
は
７
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

�　

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
６
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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●町内人口

（　　）内は前月

６月１日現在

男

8,734
（8,746）

9,691
（9,696）

18,425
（18,442）

6,981
（6,975）

女 計 世帯数

◎固定資産税　　（２期）
◎国民健康保険税（１期）

今月の納期

＜作り方＞
　①�トマトは大きめの角切り、玉ねぎは薄切り、
ほうれん草は 2㎝長さに切っておく。

　②卵は溶きほぐし、みりんを加えておく。
　③�鍋にオリーブオイルをひき、トマト、玉ね
ぎを炒める。

　④�水、固形コンソメを加えて煮立ったら、ほ
うれん草を加える。

　⑤�②を回し入れ、塩こしょうで味を調えたら
完成。

おすすめ野菜レシピ「食べるトマトスープ」
～トマトのおいしい季節になりました。町内産トマト活用レシピ♪朝食にどうぞ～

1人当たり：野菜120ｇ（目標量の約1/3の野菜がとれる!!）

1日にとりたい野菜の目標量は350ｇです。
※目安は、1日５皿程度の野菜料理です!!

（問合せ先）町民課　健康づくり係


